




《別紙》

Ｂ 学力向上に向けた実践推進校の指定と支援（８頁）
○学力向上に向けた効果的な取組を進めるため、地域の核となる実践推進校を
指定し、「学力向上アドバイザー」を派遣するとともに、全国学力・学習状況調査
の分析結果に基づきから明らかになった課題に対し、きめ細かな指導ができる
よう非常勤講師を配置するなど、総合的な支援を行う。

（カ）①②

ⅱ）家庭・地域など多様な主体が連携した県民総参加の取組
Ｄ 学校、家庭、地域が一体となって子どもたちの学びを支える取組の推進（８
頁）
最初の段落を全文削除し、新たに2段落加える。
○子どもたちの学びを支えるために、学校、家庭、地域が情報共有を進め、信
頼関係を構築する。
○全国学力・学習状況調査の分析結果に基づき、児童生徒の学習面や生活面
の課題解決に向け、保護者や地域の方と連携した教育活動を展開する。
○保護者や地域の方と連携し、児童生徒の学習や生活の状況を踏まえた学校
づくりを進めるため、全国学力・学習状況調査結果を含む学習面や生活面の強
みや弱み、さらには課題解決に向けた取組の手立て等について、地域の実情
を踏まえつつ積極的に情報共有していく。

（サ）

①教員の指導力向上に向けた取組
Ｌ 授業研究担当者の育成（１０頁）
○「授業研究の文化」の定着に向けては、各学校においてＯＪＴを活性化し、授
業についての専門的な知識や技能を伝えたり学び合ったりする研修を充実させ
る学校全体の指導力向上につながる取組が必要でがある。ため、「授業実践研
修」の成果を活かしせるよう、学校での授業研究を企画・運営する「授業研究担
当者」を育成する。
※ 「授業研究」・・・各学校において実際の授業の様子を他の教員が参観し、
具体的な検討を行う実践的な研修。

（ケ）

ⅲ）子どもたちの安心した学びを支える基盤づくりの推進
Ｉ 学校を核とした地域ネットワークを構築し、子どもたちの安心した学びを支える
基盤の整備（９頁）
○子どもたちの成長のさまたげやつまずきともなる、いじめ等の人権侵害を取り
除き、人権に関わる問題を解決し、一人ひとりの安心した学びを支えるため、学
校と地域の様々な主体が協働して「子ども支援ネットワーク」を構築する。

（ウ）

第3回全体会の委員意見・提案を踏まえて修正した審議のまとめ（案）について

委員意見・提案記号
（１）テーマ：学力の向上：修正後「審議のまとめ（案）」の内容

   ※（ ）内：「（審議のまとめ（案）」該当頁
 ※下線部：追記、取消線：削除

（イ）（エ）（キ）

《具体的方策》
ⅰ）学力向上に向けた指導体制の確立
Ａ 市町等教育委員会による全国学力・学習状況調査の実施・活用の支援（７
頁）
○全国学力・学習状況調査は、学習指導要領の趣旨や内容を踏まえた問題が
出題されており、日常生活における学習習慣や生活習慣等とあわせて、子ども
たちの学力や学習状況を総合的に把握することができる手段である。このた
め、各市町等教育委員会や学校が全国学力・学習状況調査の実施に積極的に
取り組み、調査結果を具体的に分析して教育指導の改善に活用できるようにす
るため、調査実施に係る支援や、調査結果を的確に把握するための分析支援
ツール等をホームページから配信する。

（ア）
２．審議テーマについて
それぞれ依頼されたの選定理由は、以下のとおりです。（２頁）
（１）依頼された各テーマの選定理由（２頁）


